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【子どもたちの活動の姿から感じたこと】 

・クラブでは、大湯を正確に縮小したペーパークラフトやあけびづるを使った細工など、子どもたちに地域の方から地

域のよさを伝えていただく機会になった。・ボランティアとして、回を重ねるごとに子どもたちが気さくに声をかけてくれ

るようになった。子どもたちが「できるようになってよかった」と思う。・ボランティアさんは担任も知らない地域のことを

教えてくれる先生。村の人、場所、ものとの出会いが興味関心の入口になって探究学習がスタートできている。中学

校では外湯の動画制作や地域素材を使ったサイダー作り等、生徒のテーマに沿って探究学習を進めることができた。 

【今後、考えていきたいこと（課題）】 

・学校とボランティアさんがかかわる時間・曜日の工夫。特に、学校側の柔軟な対応が必要かもしれない。・ボランテ

ィアが複数いると、学校の都合に合わせられる。仲間を増やしたい。・ボランティアさんの支援があっても、子どもが

自分で考えて、工夫したり、失敗したりできる場面は大事にしたい。・学校からもボランティアさんに臆せず声をかけ、

アドバイス、指導をうけるように心がけたい。 

【会の感想】 

・楽しかったです。ボランティアをするときはひとりですが、いろいろな話をお聞きして、こうやって他にもやっている方

がいるんだなぁ、一緒にやっているんだなぁ、という気持ちになりました。・ボランティアは完璧を求めないようにしたい。

なんなら４０点とれれば上出来というくらいの気持ちで取り組みたい。・地域の方から見た学校、学校から見た地域の

方、それぞれの垣根を少しずつ下げていくには、臆することなく声をかけ合うことだと思いました。学校も「困っていま

す」「たすけてください」の声をもっと上げれば、開かれた学校、コミュニティスクールにもつながっていくと思います。 
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